
日   時：　平成２３年３月１０日（木）～３月１１日（金）

会   場：　KKRホテル大阪（大阪市中央区馬場町2番24号）

対象者：　主に地方公共団体で健康相談、健康診査事業等に従事する保健師、看護師、栄養士または公害健康被害予防事業対象地域の医療機関においてぜん息などアレルギー疾患の指導に

 従事するコメディカルスタッフ等
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平成２２年度　ぜん息患者教育スタッフ養成研修　　カリキュラム

患者教育のためのアレルギー疾患
の基礎知識と指導のポイント②

（アトピー性皮膚炎）

12：40～14：00
（80分）

赤澤　晃　先生
（東京都立小児総合医療センター

　アレルギー科　医長）
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小児ぜん息の
患者教育の実際

14：40～15：40
（60分）

大矢　幸弘　先生
（国立成育医療研究センター

　アレルギー科　医長）
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患者教育の基本事項及び
重要性について

11：00～12：00
（60分）

金子　恵美　先生
（国立病院機構福岡病院

　小児科　エデュケーター）

12:40

患者教育ツール等を
活用した実践的指導

15：20～16:50
（90分）

益子　育代　先生
（東京都立小児総合医療センター

　アレルギーエデュケーター）

14:10

患者教育のためのアレルギー疾患
の基礎知識と指導のポイント①

（食物アレルギー）

9：00～10：30
（90分）

伊藤　浩明　先生
（あいち小児保健医療総合センター 内科部

長）

アレルギー疾患の患者教育
の実際②（アトピー性皮膚炎）

14：10～15：10
（60分）

益子　育代　先生
（東京都立小児総合医療センター

　アレルギーエデュケーター）
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アレルギー疾患の患者教育の
実際①　（食物アレルギー）

10：40～11：40
（60分）

林　典子　先生
（国立病院機構相模原病院

　　臨床研究センター　アレルギー
疾患研究部　管理栄養士）

　

予防事業の
概要と目的

10：40～11：00
（20分）

環境再生保全機構
予防事業部事業課

患者教育のための
小児ぜん息の基礎知識及び最新治療

13：00～14：30
（90分）

小田嶋　博　先生
（国立病院機構福岡病院　副院長）
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患者及び保護者への心理
社会的支援について

15:50～16:50
（60分）

錦戸 知喜　先生
（大阪府立呼吸器・アレルギー

　医療センター　小児科）



日　程 平成２3年3月10日（木）～3月11日（金）

場　所 KKRホテル大阪（大阪市中央区馬場町2番24号）

対象者

日程 講　義　日　時 講　義　テ　ー　マ（案） 講　師　名 主　な　講　義　内　容

10：40～11：00 予防事業の概要と目的 環境再生保全機構 公害健康被害予防事業の実施状況等

（20分） 予防事業部　事業課

11：00～12：00 患者教育の基本事項及び重要性について 国立病院機構福岡病院 看護の視点に立った患者教育・支援の重要性

（60分） 小児科　エデュケーター 小児ぜん息患者におけるマネジメントの必要性

　 金子　恵美　先生 小児アレルギーエデュケーターの必要性

13：00～14：30 患者教育のための小児ぜん息の基礎知識及び最新治療 国立病院機構福岡病院 小児ぜん息の最新の治療・管理について

（90分） 副院長 小児ぜん息アセスメントの基本とポイント

小田嶋　博　先生 乳幼児期、学童期、思春期におけるぜん息の特徴とぜん息管理上の問題点

14：40～15：40 小児ぜん息のための患者教育の実際 国立成育医療研究センター 発達段階に応じた小児ぜん息ケアのポイント

（60分） アレルギー科　医長 アドヒアランスステージに応じた小児ぜん息ケアのポイント

大矢　幸弘 行動科学的アプローチを取り入れた患者教育プログラム

15：50～16：50 患者及び保護者への心理社会的支援について 大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター 患者・保護者とのパートナーシップの確立

（60分） 小児科 発達臨床心理からみたぜん息ケアの問題点

錦戸 知喜　先生 ケーススタディ

 9：00～10：30 患者教育のためのアレルギー疾患の基礎知識と指導のポイント① あいち小児保健医療総合センター 食物アレルギーの基礎知識と最新治療

（90分） （食物アレルギー） 内科部長 食物アレルギーアセスメントの基本とポイント

伊藤　浩明　先生 食物アレルギーの効果的な指導方法

10：40～11：40 アレルギー疾患の患者教育の実際① 国立病院機構相模原病院臨床研究センター 食事療法の実際（除去食、代替食）

（60分） （食物アレルギー） アレルギー性疾患研究部 管理栄養士 離乳食指導のポイント

林　典子　先生

12：40～14：00 患者教育のためのアレルギー疾患の基礎知識と指導のポイント② 東京都立小児総合医療センター アトピー性皮膚炎の基礎知識と最新治療

（80分） （アトピー性皮膚炎） アレルギー科　医長 アトピー性皮膚炎アセスメントの基本とポイント

赤澤　晃　先生 アトピー性皮膚炎の効果的な指導方法

14：10～15：10 アレルギー疾患の患者教育の実際② 東京都立小児総合医療センター アトピー性皮膚炎のスキンケア実習

（60分） （アトピー性皮膚炎） アレルギーエデュケーター

益子　育代　先生

15：20～16：50 患者教育ツール等を活用した実践的指導 東京都立小児総合医療センター 肺モデル等を活用したぜん息教育

（90分） アレルギーエデュケーター 吸入指導（デバイスの選択、吸入手技、ネブライザーの使用方法等）

益子　育代　先生 環境整備指導、セルフモニタリング指導（ピークフロー、ぜん息日誌等）

平成２２年度　ぜん息患者教育スタッフ養成研修　講義概要

　主に地方公共団体で健康相談、健康診査事業等に従事する保健師、看護師、栄養士または公害健康被害予防事業対象地域の医療機関において
ぜん息などアレルギー疾患の指導に従事するコメディカルスタッフ

3月10日

3月11日


